
光を漉く
-　和紙の可能性　-

途切れかけた和紙のまち01
■ 海老根伝統手漉和紙　－福島県郡山市中田町海老根

1658 年
紙漉きが始まる。
地域全体で生産
していたが、そ
の後途絶える。

1989 年
保存会が立ち上
げられ、再び紙
漉きが行われる。

現在
職人の高齢化による
存続の危機

350年ほど前の江戸時代から受け継がれている伝統的工芸品。

紙を白くするため、化学薬品で漂白することが多い中、海老根では薬品を使用せず、無添加で作っているので、時間の経過と
共に白くなる特性を持つ生きている紙「生紙（きがみ）」と呼ばれている。

伝統工芸の現状02
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- 伝統的工芸品の生産額・従業員数の推移 -後継者不足 需要の減少 原材料・用具等の不足

後継者や原材料・用具等が確保できないと、伝統工芸品

が製造できず、技術の継承が途絶えるおそれがある

また、伝統工芸品は値段が高く “手の届きにくいもの”
というイメージから若者の工芸品離れが問題となっている



①原料を切る

搬入動線

②煮る
⑥

⑤

⑦

⑧漉く

⑪保管

ワークショップで使用

コウゾ畑を見下ろす

バス停を見下ろす

バス停へ

⑩板干し

⑩機械乾燥

⑨水切り

③干す

④水に晒す

和紙の灯籠（秋蛍）

和紙工房平面図　Scale:1/450 N
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A：切る
B：ゴミ取り・叩解
C：休憩スペース
D：漉く
E：乾燥
F：倉庫
G：和室
H：ワークショップ室
I：水盤
J：水路
K：ホール
L：展示室1
M：展示室2
N：展示室3
O：テラス(コウゾ畑)
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■ 紙漉きの工程
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2) 和紙入り合わせ
　　　　　　　ガラス

3) 組子耐力壁 4) エキスパンドメタル
　　　　　　　+和紙

■ 和紙の使い方
1) 和紙の壁紙

・調湿性◎
・燃やしても有害物質が
　出ない
・温もり・落ち着き

・光の拡散性◎
・透け感と輝き
・温かみ・柔らかさ

・伝統文様と組子細工技
　術から生まれた耐力壁
・採光◎

・アルミ製のメッシュに和紙        
　をまぶしたスクリーン
・立体的かつ透明感

【原料】コウゾ・トロロアオイ 火を絶やさず 3－4時間
蒸し続ける

表面の黒皮を取り、
白皮を乾燥させる

水道水ではなく
地域の水場を使う ソーダ灰を加えて煮る 汚れやカスを取り除く

↑
模型写真はこちらから

ビーターという機械を
使って叩きほぐす

土を洗い、吊るして干した
トロロアオイを叩き、
水に浸し粘液をつくる

舟と呼ばれる水槽に、
水とコウゾ、ネリを入れて
何十回も混ぜ合わせる

すげたという道具で
すくい、前後左右に揺り
動かしながら紙を漉く

漉いた紙を一晩、重石で
じっくり水を切る

乾燥ドラムに水切りした
和紙を貼りじっくり乾かす

Site1 - 和紙工房×美術館×コウゾ畑

遊歩道 遊歩道

秋蛍

海老根交流館

現在の和紙工房

バス停×和紙直売所
Site2

デイサービス
×

コウゾカフェ

Site3

和紙工房
×
美術館
×

コウゾ畑

Site1

□ 配置図



和紙の合わせガラスを通して、柔らかい光が差し込む

浮遊感のあるテラス

0 1 10m5和紙工房断面図　Scale:1/200

ゴミ取り
・
叩解

切る

休憩スペース
漉く

乾燥 和室
ワークショップ室

荷下ろし

コウゾ畑から和紙工房を見る

コウゾ畑から和紙工房を見る
夜は室内の明かりが和紙を通して柔らかく周囲を照らす

和紙工房側の軒下空間には、原料を干すスペースがある
左に美術館、右に和紙工房、コウゾ畑を見下ろす

美術館のテラスから、和紙工房・コウゾ畑を見下ろす

和紙工房内観
左に叩解・ゴミ取りスペース、奥に休憩スペースを見下ろす

和紙工房内観
手前に機械乾燥スペース、奥に漉き場・休憩スペースを見上げる

左に水盤、右にコウゾ畑、間に水路を見る
ワークショップ室から続くテラスは浮遊感があり、バス停を見下ろす

道路側の軒下空間、南に見上げる

道路側の軒下空間、北に見下ろす



バスの動線

工房を見上げる工房やデイサー
ビスで行われた
ワークショップの
作品などを展示

工房へ

A

A’和紙直売所

待合室

展示スペース

0 1 10m5
□バス停平面図

0 1 10m5

和紙の重なり方で光の入り方が変化する

□A-A’断面図

N

10 10m5

ワークショ
ップ室事務室

更衣室

倉庫
静養室

カフェ

レクリエーション
スペース

厨房
送迎車の動線

風景を見ながら

職員入口

カフェ入口

工房へ□デイサービス平面図

ボリュームに一枚の紙をかぶせる。

一体的に使用できる

和紙の屋根から柔らかい光が差し込む 0 1 10m5

□A-A’断面図

食べる和紙 -コウゾカフェ
和紙の原料である楮 (コウゾ )
は皮が和紙となり、実と葉は
食べることができる。
コウゾの実はジュースやジャ
ムに、葉はクッキーやコウゾ
茶として食べられる。

カフェ 倉庫レクリエーションスペース

和紙直売所展示スペース待合室

ワークショップ室

N
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Site3 - デイサービス×コウゾカフェ

Site2 - バス停×和紙直売所

光の差し込む広い軒下スペース。
雨の日でも落ち着いて乗降りできる。

明るく開放的なレクリエーションスペース。
和紙を使ったワークショップを行うことも。


